
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し
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た
だ
い
ま

No.１６８

し
て
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、

ど
う
に
か
感
染
拡
大
を
抑
え
、

普
段
の
生
活
に
戻
り
ま
し
た
。

　

私
は
外
出
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
練
習
し

パ
ン
作
り
を
習
得
し
ま
し
た
。

貴
重
な
時
間
が
台
無
し
に
な
ら

な
か
っ
た
の
が
幸
い
で
す
。

　

香
美
市
だ
け
で
は
な
く
、
全

世
界
で
暮
ら
し
て
い
る
人
が
早

く
マ
ス
ク
を
外
し
て
新
鮮
な
空

気
を
吸
っ
て
気
楽
に
友
達
と
話

し
合
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
ご
く
普
通
の
人
で
す

が
、
趣
味
は
音
楽
、
ゲ
ー
ム
、

歴
史
、
哲
学
、
心
理
学
、
数
学
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
こ
と

に
は
何
で
も
興
味
が
あ
り
、
好

奇
心
旺
盛
で
す
。

　

で
は
、
さ
よ
う
な
ら
。
こ
れ

か
ら
、
香
美
市
の
皆
さ
ん
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま

し
て
。
お
会
い
で
き
て
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
、
高

知
工
科
大
学
情
報
学
修
士
２
年

生
の
ス
ン

ジ
ュ
ン
リ
ン
で
す
。

出
身
地
は
中
国
湖
北
省
孝
感

市
で
す
。
孝
感
は
中
国
全
土
の

中
央
に
あ
り
、
武
漢
市
の
隣
で

す
。
私
が
実
際
に
経
験
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
に

向
か
っ
た
全
過
程
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。

２
０
２
０
年
１
月
23
日
、
武

漢
は
鉄
道
、
航
空
、
水
道
、
道

路
交
通
全
面
封
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

武
漢
は
１
１
０
０
万
以
上
の
人

口
が
あ
り
、
全
国
の
鉄
道
路
線

の
要
で
す
。
各
村
の
出
口
は
鉄

の
扉
で
封
鎖
さ
れ
、
私
的
な
外

出
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
春
節

の
親
戚
間
の
訪
問
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
医
者
と
看
護
師
が

昼
夜
を
問
わ
ず
感
染
者
を
治
療

ス
ン

ジ
ュ
ン
リ
ン(

孫
駿
林)

中
国
／
湖
北
省

Kami３１

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

◆
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
J
I
C
A
）
は
、
下
記
の

要
領
で
『
J
I
C
A
海
外
協
力

隊
』
の
２
０
２
１
年
春
募
集
を

行
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開

発
途
上
国
で
活
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
現
地
の
人
々
と
協
働
し

な
が
ら
、
人
づ
く
り
、
国
づ
く

り
に
協
力
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
募
集
期
間
】

５
月
20
日(

木)

～
６
月
30
日(

水)

※

原
則
ウ
ェ
ブ
応
募

【
応
募
資
格
】
生
年
月
日
が
、

１
９
５
１
年
７
月
２
日
か
ら
２

０
０
１
年
４
月
２
日
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】
J
I
C
A

海
外
協
力
隊
募
集
事
務
局

☎
０
８
８
・
８
８
５
・
６
０
４
１

w
w

w
.jic

a
.g

o
.jp

/

v
o
lu

n
te

e
r/

　４月２９日、龍河洞開洞９０周年記念事業の第１

弾として、西本洞／水の洞窟が開洞されましたので、

早速、入洞してきました。

　入洞前の準備として、更

衣室でつなぎに着替えます

（レンタル料８００円）。ま

た、ウォーターブーツ、ひ

じ当て、ひざ当て、手袋、

ヘッドライト、ヘルメットは無償でレンタルできま

すので、安全のためにもぜひ、利用することをおす

すめいたします。

　準備が整えば、いざ、出発です。入口は、通常の

観光コースのすぐ隣にあり、ナビゲーターの方に先

導されて中に入ると、通路には地下水が流れていま

す。洞窟内は真っ暗のため、ヘッド

ライトを頼りに進んでいくのですが、

冒険している感じが味わえてとても

楽しいです。また、頭上には鍾乳石

が見え、その幻想的な景色に、さら

に非日常を感じることができました。

　探検できる距離はそれほど長くあ

りませんが、足元が不安定な

こともあり、所用時間は２０

～３０分程度です。最後にあ

る滝では水しぶきを浴びて、

暑い夏の日にはもってこいの

スポットになっています。

　水深が深い箇所もあり、濡

れますので、入洞する際には、

濡れてもいい服、着替え、タ

オルなどを準備して、挑戦し

てみてはいかがでしょうか。（広報班　明石）

体験レポート

龍河洞の
西本洞／水の洞窟が開洞！

◆
高
知
城
歴
史
博
物
館

　

催
し
の
お
知
ら
せ

　

山
内
家
ゆ
か
り
の
名
刀
、
重

要
文
化
財
の
一
国
兼
光
・
今
村

兼
光
・
国
時
・
康
光
を
一
堂
に

展
示
。
音
声
ガ
イ
ド
は
声
優
の

小
野
大
輔
さ
ん
。
刀
の
見
方
も

や
さ
し
く
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】

６
月
14
日
（
月
）
ま
で

【
時
間
】

９
時
～
18
時

日
曜
の
み　

８
時
～
18
時

※

展
示
室
へ
の
入
室
は
閉
館
30
分
前

ま
で

【
観
覧
料
】

５
０
０
円
（
高
知
城
と
の
セ
ッ

ト
券
７
４
０
円
）
、
企
画
展
開

催
中
は
７
０
０
円
（
常
設
展
含

む
。
高
知
城
と
の
セ
ッ
ト
券
は

９
０
０
円
）

※

高
校
生
以
下
と
県
内
65
歳
以
上
の

方
は
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館

☎
０
８
８
・
８
７
１
・
１
６
０
０

◆
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

～
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
新
し
い
生
活

様
式
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
働
き
方
・
休
み
方
を
実

践
す
る
た
め
に
は
、
計
画
的
な

業
務
運
営
や
休
暇
の
分
散
化
に

も
資
す
る
『
年
次
有
給
休
暇
の

計
画
的
付
与
制
度
』
や
、
労
働

者
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
応
じ

た
柔
軟
な
働
き
方
・
休
み
方
に

資
す
る
『
時
間
単
位
の
年
次
有

給
休
暇
制
度
』
の
導
入
が
効
果

的
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
高
知
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
高
知
労
働

局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
８
８
・
８
８
５
・
６
０
４
１

休暇をとって、春を感じませんか？

～計画的な業務運営や休暇の分散化にも資する

『年次有給休暇の計画的付与制度』の導入を！～

ＨＰ

１６５１６５

入洞料金 １，０００円／１人

（観光コース料金が別途必要です。

大人１，２００円、中人７００円、小人５５０円)

西本洞管理費 ２００円／１人

更衣室／足洗い場　無料

ロッカー　無料

※入洞対象は小学生以上です(おからだの不自由な方

の入洞はお断りしております)。

※ガイド制のため、前日までの予約が必要です。

※公開期間は、毎年４月２９日～１０月３１日

※入洞時間帯　９：００～、９：３０～、１０：００～、

１３：００～、１３：３０～、１４：００～

(各１組、最大５名まで)

※気候および天気の影響で、予約頂いている場合で

も、急遽入洞を中止させて頂く場合があります。

公益財団法人 龍河洞保存会　☎５３－２１４４

◀
更
衣
室

◀
洞
内

▶
入
洞
口
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